
み
る
Q

’
し
か
し
か
く
の
如
き
に
、
云
に
穿
；
れ
二
鳥
の
嫌
な
き
能
ほ
ぬ
も
の
で
、

平
叙
蓮
や
㌧
も
す
れ
ば
緊
張
味
か
か
き
、
或
に
繁
雑
に
流
れ
、
或
は
叉
融

會
経
濟
吏
的
親
明
未
だ
し
の
憾
な
残
し
て
み
る
と
云
に
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
勿
論
、
本
書
が
種
々
の
條
件
に
制
約
ぜ
ら
れ
か
く
の
如
き
一
石
二
鳥

的
企
た
敢
て
し
六
事
溝
存
諒
と
し
、
蓮
べ
ら
れ
三
新
大
な
る
學
観
、
新
糞

な
る
意
氣
に
鍛
し
深
甚
の
敬
意
な
吝
ま
ざ
る
も
の
で
ば
あ
ろ
が
、
同
聴
に

藩
巻
の
今
後
の
研
鱗
に
大
い
に
期
待
す
ろ
の
念
願
叉
湧
然
れ
る
を
禁
ず
ろ

こ
と
が
奏
書
な
い
。
（
本
丈
三
五
四
頁
、
附
簸
一
五
八
頁
、
東
京
．
學
藝

証
、
定
懐
二
・
八
○
）
〔
以
上
吉
岡
〕

　
　
⑳
国
呈
露
毛
9
・
尻
Φ
『
”
O
Φ
三
白
臼
中
口
。
の
言
・
」
δ
ゆ
N
貰

　
　
　
O
o
裟
①
ω
σ
。
①
。
。
o
ぼ
3
8
島
2
切
Φ
切
鉱
ω
し
。
ρ
づ
8

　
一
軸
幾
…
ン
ル
セ
〃
氏
に
バ
！
セ
ル
大
要
丁
ロ
マ
ン
ス
曽
q
瓢
…
…
鍛
’
教
授
の
輔
蝸
位
に

あ
っ
乳
人
で
あ
る
が
、
千
九
百
二
十
九
年
六
驚
二
十
九
日
惜
し
く
も
逝
去

t
里
人
で
あ
ろ
。
氏
ほ
か
ね
て
よ
リ
ル
ネ
サ
ン
ス
精
榊
史
に
闘
…
す
ろ
著
蓮

の
心
兀
成
た
鳶
心
し
、
着
々
準
備
た
調
へ
臓
取
早
執
筆
・
で
る
迄
に
「
至
っ
て
ゐ
六
」
田

で
あ
乃
が
、
惜
し
く
も
完
齢
す
る
に
藻
ら
す
逝
去
さ
れ
六
の
で
あ
っ
カ
。

逝
去
の
前
年
既
に
病
篤
き
際
に
も
氏
の
唯
一
の
竃
祭
ぽ
こ
れ
が
完
戊
に
あ

っ
象
と
か
そ
の
心
中
察
す
る
に
熱
り
あ
る
。
本
書
に
そ
の
生
涯
の
仕
察
の

党
戊
存
見
す
し
て
逝
去
し
六
氏
の
ル
ネ
サ
ン
ス
精
聯
史
に
附
す
る
準
備
研

究
及
が
特
殊
研
究
の
一
郡
な
纏
め
て
出
版
し
六
も
の
で
あ
ろ
。
内
容
に
序

交
、
附
録
及
び
づ
『
・
｝
捧
話
臓
氏
の
¢
げ
興
藪
。
》
Φ
舞
ポ
。
。
毒
。
鬼
。
盛
畠
毎
茜
国
・

．
〆
＜
巴
。
・
貿
幹
、
な
る
紹
介
の
他
に
次
の
十
二
の
研
究
な
含
ん
で
み
る
。

潔

介

U
同
⑦
困
（
o
昌
臥
瞬
。
鐸
《
o
＝
賊
。
ま
3
昌
N
ρ
鐸
ユ
b
謬
島
。
♂
s
二
、
魚
国
欝
τ
知
。
謬
ぎ

　
窪
①
『
O
①
。
ロ
O
血
戦
島
皆
O
伽
2
国
搾
O
プ
の
冨
門
Φ
h
O
「
要
田
5
血
α
震
｝
H
ロ
ヨ
髪
】
凶
皿
ヨ
嵩
㎝
・

O
o
貯
8
δ
o
Q
匙
暮
鑓
嵐
山
○
『
日
圃
℃
蕊
。
貯
Φ
。
。
蓋
置
ヨ
6
コ
誘
8
5
創
震
…
無
露
・

　
帥
の
口
ω
鮎
並
二
ρ

］W

n
O
O
g
O
鉱
O
●

O
ゲ
「
尻
8
茸
灯
舅
罠
益
〉
旨
一
巳
内
①
貯
創
。
「
跨
賃
建
。
。
駈
自
p
二
一
α
q
伽
禽
，
犀
島
山
2
団
置
・

　
O
げ
O
群
切
汽
蔀
げ
「
①
旨
9
器
勲
一
円
①
曾

目
ぎ
菊
碧
巻
心
雰
醇
α
興
舅
。
傷
。
門
（
℃
冨
厚
。
》
容
窪
δ
）

¢
①
ぴ
O
『
岱
孚
切
ぞ
O
m
O
5
氏
O
「
苛
鋤
”
藁
ぢ
四
切
O
げ
O
鐸
男
O
費
島
器
鶏
呂
α

ω
窪
象
。
目
N
舞
ノ
く
魚
3
誹
〇
一
蜀
弩
お
恥
。
【
戸
。
昌
a
器
隣
昌
o
o
．

d
ざ
目
摸
湾
魯
繕
口
σ
q
く
。
鐸
O
．
同
鉗
⑦
巻
議
翼
。
〈
㊦
＝
曾

　
累
O
影
ロ
⑦
＝
評
O
磐
Φ
門
・

U
⑦
尻
　
G
つ
帥
＝
鐸
α
O
㎝

　
団
価
二
〇
門
m
。

弓
窮
戸
各
5
も
自
一
昌
回

O
驚
影
σ
a
環
白
　
讐
ド
碁
象
　
く
。
箒
　
b
d
9
養
く
2
瓢
縄
δ
　
畠
＄

　
k
〆
開
。
雄
鐸
急
ご
⑦
口
o
H
瓢
憩
二
⑦
熱
Φ
門
国
O
鐸
a
認
艶
岩
¢
［
彰
国
一
）
o
⑳
二
Φ
ω
彗
9
？

　
　
O
賢
鷹
O
＝
圃
m
O
ゲ
Φ
コ
ω
四
幅
q
Φ
門
ロ
7
門
⑦
O
偏
心
〇
凋
O
一
2
H
q
O
。

　
　
　
　
　
　
　
　
σ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
U
ぼ
Q
霧
9
岸
紆
笛
鐸
p
σ
Q
謎
。
密
ロ
琵
噺
鳥
声
ぎ
聖
誕
〇
一
】
o
＝
日
懐
§
き
昌

　
　
一
昌
ソ
自
鐸
①
ケ
段
O
屑
5
5
網
図
2
一
鉱
ψ
ロ
α
記
お
ρ

　
竃
⑦
躍
8
9
8
ぽ
。
ε
益
犀
二
【
閉
二
Φ
翫
8
げ
O
℃
H
o
三
〇
ヨ
⑳
畠
。
『
一
3
質
。
巳
コ
自
。
ゴ
。
＝

　
　
男
O
昌
ρ
騨
亀
q
貰
5
0
①
●

　
フ
ル
セ
〃
氏
に
千
九
百
＋
四
年
忌
ツ
ヂ
ナ
に
嘉
す
る
研
究
な
獲
恥
し
て

愚
母
に
そ
の
地
位
な
確
立
し
糞
が
、
氏
の
最
も
力
た
入
れ
表
の
ほ
イ
タ
リ

ヤ
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
フ
マ
ニ
ス
ム
ス
研
究
で
あ
ろ
。
而
し
て
氏
の
研
究
に

第
十
九
巷
　
第
ご
號
　
　
四
〇
三

（ISI）



紐

介

於
て
先
づ
吾
人
の
沖
意
た
引
く
の
に
ッ
率
サ
ン
ス
丈
化
に
於
け
ろ
　
ズ
。
は
一

αq川

n
匹
無
行
の
闘
凹
い
趣
に
つ
い
て
、
y
あ
〉
ろ
O
元
〆
こ
の
問
一
題
に
ツ
ネ
サ
ン
ス
文

化
研
究
に
於
け
る
最
も
困
難
な
聞
題
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
從
來
一
般
に
こ

の
黙
に
於
て
中
世
と
ル
ネ
サ
ン
ス
と
の
最
も
顯
直
な
差
違
が
あ
る
と
し
、

中
世
の
カ
ソ
》
シ
ズ
ム
に
害
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
入
の
宗
教
感
鋏
乏
た
蟹
観

し
乗
。
し
か
し
な
が
ら
同
ぎ
号
に
よ
つ
て
主
張
さ
れ
る
立
場
は
ル
ネ
サ

ン
ス
丈
化
の
開
始
な
中
世
に
遡
ら
ぜ
る
と
共
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
丈
化
に
於

け
る
中
世
的
要
素
為
強
調
す
み
こ
と
と
も
な
り
、
そ
の
結
果
ル
ネ
サ
ン
ス

・
丈
化
に
於
け
る
基
督
藪
…
的
信
仰
要
素
存
極
端
に
ま
で
主
張
す
る
に
至
り
、

こ
れ
と
共
に
累
①
§
…
ど
国
二
無
一
。
『
も
そ
れ
ぐ
自
己
の
立
揚
よ
咳

ル
ネ
サ
ン
ス
商
化
の
宗
敏
性
為
問
題
に
し
象
の
で
あ
る
o
y
ル
セ
ル
氏
懲

罰
初
期
の
研
究
に
於
て
に
未
だ
ル
ネ
サ
ン
ス
と
中
世
と
た
強
く
封
立
冠
．
し

め
て
ゐ
糞
が
（
ω
．
メ
〆
）
既
に
Ω
鼠
⑭
8
p
2
ヨ
寡
儀
》
幕
詩
？
：
…
（
H
㊤
誘
）

の
論
叢
に
に
中
世
、
ル
ネ
サ
ン
ス
存
宗
教
性
如
侮
に
よ
っ
て
野
立
ゼ
し
め

る
事
の
危
瞼
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
（
6
り
・
賑
H
）
更
に
氏
ほ
ボ
ソ
ヂ
ナ
研
究

に
際
し
て
ボ
ソ
ヂ
ナ
の
宵
典
崇
舞
精
憩
と
共
に
彼
に
於
て
強
き
基
督
教
的

信
仰
の
寡
で
る
こ
と
た
主
張
し
象
の
で
あ
る
。
爆
殺
氏
に
多
く
の
Z
、
ニ

ス
ト
の
特
殊
研
究
に
よ
つ
て
一
更
そ
の
親
た
確
か
め
，
「
ル
ネ
サ
ン
ス
が

宗
敏
酌
に
無
愁
心
で
あ
っ
糞
と
の
蕉
來
の
主
張
ぽ
ベ
ト
ラ
ル
カ
に
始
ま
り

ブ
〃
導
ノ
に
終
る
蓮
動
の
全
経
過
に
つ
い
て
談
っ
て
み
る
」
（
の
．
ト
3
G
o
G
D
）
と

主
張
し
敦
の
で
あ
り
、
か
・
ろ
主
張
よ
リ
フ
マ
ニ
ス
｝
と
欝
侶
と
を
本
質

的
に
封
立
ゼ
し
め
る
や
冨
。
§
す
観
の
誤
謬
為
指
摘
し
六
の
で
あ
ろ
。

然
し
な
が
ら
か
く
の
ご
と
く
フ
マ
ニ
ス
ト
の
宗
教
性
を
強
調
す
る
一
方
氏

第
十
九
巻
・
第
二
號
　
　
媛
〇
四

に
ル
ネ
サ
ン
ス
に
於
け
る
古
典
復
興
の
意
義
、
民
族
的
特
殊
姓
、
羅
馬
観

念
等
な
も
重
要
親
し
、
殉
ネ
サ
ン
ス
文
化
の
本
質
的
要
素
と
し
て
美
的
衝

鴫勤

ｶ
考
へ
六
黙
（
の
●
　
｝
し
H
／
N
．
　
ω
●
　
μ
O
似
）
に
於
て
円
｝
　
o
餌
①
り
耳
漏
『
畠
溝
。
げ
等
と

も
立
揚
為
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
結
局
氏
に
お
い
て
ル
ネ
サ
ン
ス
に

「
天
と
地
が
協
力
し
索
藝
食
品
し
と
考
へ
ら
れ
六
の
で
あ
り
、
そ
れ
ば
軍

に
地
上
的
な
う
も
の
、
入
津
一
的
な
る
も
の
へ
の
復
磁
即
に
よ
つ
で
、
成
立
す
・
る

も
の
で
ば
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
地
上
的
な
る
も
の
に
形
態
を
賦
與
す
る
精
淋

的
要
素
と
の
協
力
に
よ
る
も
の
と
し
実
の
で
あ
る
（
ω
・
嵩
〆
）
筆
者
ば
今

か
、
る
解
繹
に
封
し
て
そ
の
當
猛
た
批
翻
す
る
力
た
有
し
な
い
。
只
敢
へ

て
蓮
べ
う
な
ら
ば
筆
者
に
ば
ル
ネ
サ
ン
ス
が
全
く
宗
教
性
尋
咳
い
て
み
る

と
に
刀
心
へ
な
い
が
開
、
象
穿
・
て
の
心
示
教
性
に
氏
の
響
く
が
如
毒
、
も
の
よ
り
も

も
っ
と
ネ
ガ
チ
ー
フ
な
性
質
の
も
の
で
に
な
か
ら
う
か
と
推
察
す
る
の
み

で
、
あ
み
Q
と
も
あ
〉
れ
以
上
の
如
壽
工
皿
揚
に
乱
不
書
中
の
諸
蝋
画
丈
に
於
て
窺
へ

る
最
も
顯
著
な
黙
で
あ
り
、
一
般
酌
に
云
っ
て
氏
の
研
究
方
針
に
ル
ネ
サ

ン
ス
丈
化
の
統
一
的
理
解
に
向
ふ
よ
り
に
、
む
し
ろ
縦
，
の
開
係
に
於
て
個

々
の
現
象
を
そ
れ
み
㌧
年
代
的
系
列
に
随
っ
て
研
究
す
る
に
あ
り
、
そ
の

結
果
総
績
に
重
扇
な
点
く
こ
と
に
な
つ
索
の
で
あ
る
。

本
誓
論
丈
中
に
に
爾
フ
ラ
ン
ス
に
聞
す
る
も
の
が
あ
る
。
氏
ほ
早
く
よ

リ
フ
ラ
ン
ス
二
化
に
も
關
心
な
持
ち
、
終
生
そ
の
研
究
な
績
け
六
と
の
こ

と
で
本
書
に
に
そ
の
研
究
中
ル
ネ
サ
ン
ス
幕
営
の
も
の
が
一
部
下
め
ら
れ

て
る
う
に
す
ぎ
な
い
。
紛
亦
楽
書
丙
舘
σ
Q
一
議
の
紹
介
ほ
箪
な
ろ
経
歴
の

紹
介
で
に
な
く
ン
ル
セ
ル
氏
の
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
の
嚢
展
及
び
氏
の
立
揚

に
つ
い
て
の
震
れ
象
紹
介
で
あ
ろ
。

（　ISL）　）



、
要
す
う
に
本
書
に
秀
れ
六
ル
ネ
ン
ス
文
化
研
究
者
認
り
し
ン
ル
セ
〃
氏
，

の
論
文
集
と
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
者
の
熟
饗
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
。

　
（
ノ
、
霧
島
く
。
・
切
⑦
暑
。
ω
。
び

、
魯
Φ
欝
O
o
・
5
σ
銘
⑦
ド
お
固
い
区
十
。
。
騒

　
㏄
。
謬
窪
同
。
寓
’
）
　
〔
二
見
〕

　　

健
ｲ
粟
利
袈
　
　
轟
利
三
郎
著

　
三
省
堂
獲
行
に
か
・
る
山
鳥
史
叢
書
の
一
つ
と
一
て
、
著
匡
さ
れ
六
本

書
に
、
．
上
・
下
二
篇
よ
り
成
り
、
上
篇
に
於
て
、
著
者
ほ
「
ア
メ
リ
カ
植

民
塊
時
代
か
ら
建
國
時
代
へ
」
の
概
況
た
、
下
篇
に
於
て
に
「
ア
メ
リ
カ

の
國
民
的
獲
展
聴
代
か
ら
帝
國
主
義
時
代
へ
」
の
概
魏
た
試
み
て
み
る
が

帰
籍
各
々
九
章
に
わ
か
た
れ
、
其
獲
展
過
程
が
略
々
年
代
順
に
野
壷
さ
れ

て
る
ろ
。

　
即
ち
、
上
篇
第
一
章
に
於
丈
に
、
著
潜
が
「
商
業
資
本
が
新
市
場
た
開

拓
す
る
必
要
と
希
求
し
に
騙
ら
れ
た
事
な
以
て
、
其
「
決
定
的
要
因
」
（
｝

四
頁
）
と
し
て
み
ろ
新
大
陸
の
二
見
、
並
び
に
其
結
果
と
し
て
の
鰍
洲
列

國
、
殊
に
西
瑳
牙
の
植
民
地
経
瞥
の
舩
態
た
逃
第
二
・
三
・
四
章
に
於
て
に

其
後
遅
れ
ば
ぜ
乍
ら
馳
ゼ
謬
じ
象
、
両
も
「
直
に
現
在
の
住
思
様
端
脳
な

利
用
し
得
べ
き
二
方
の
み
か
縮
艮
的
活
動
の
野
象
と
し
六
」
其
等
初
期
植

民
地
二
葉
と
は
異
れ
る
「
自
己
の
勢
力
に
よ
っ
て
他
日
初
め
て
農
業
的
工

業
的
筆
力
為
生
す
べ
き
空
地
の
占
領
な
企
圃
し
」
（
五
八
頁
）
「
植
厩
地
將

來
の
獲
建
た
置
型
す
る
が
如
毫
性
急
な
縫
濟
的
掠
奪
な
行
ふ
」
（
五
七
頁
）

な
排
撃
ゼ
る
幕
閣
の
植
戻
地
縦
管
の
跡
が
、
註
し
て
第
五
ニ
ハ
章
に
於
て

に
其
必
然
的
結
果
と
し
て
の
奪
誌
上
恰
も
あ
濁
立
ぜ
ろ
國
艮
為
形
成

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
介

す
う
が
如
壱
・
顎
態
た
．
（
さ
へ
）
暴
」
（
一
一
一
玉
津
）
「
す
う
に
到
・
つ
屯
ト
ア
メ

リ
三
号
斑
地
人
の
「
豊
艶
的
、
敢
會
的
、
丈
化
的
諮
方
癒
」
（
同
頁
）
に
於

け
る
驚
く
暴
き
躍
甦
振
り
、
從
っ
て
其
に
、
勢
ひ
本
國
支
羅
階
後
と
の
封

立
激
化
為
酸
成
し
、
遽
に
「
経
濟
的
原
因
し
な
「
最
も
重
要
な
ろ
原
因
」

（
一
一
三
頁
）
と
し
て
勃
獲
す
る
に
到
つ
穴
ア
メ
リ
カ
濁
立
革
命
の
過
程

が
、
両
も
一
第
七
章
に
於
て
は
、
典
に
成
功
由
る
同
地
の
蓮
命
に
、
列
國
、

殊
に
英
書
の
強
烈
な
る
塵
追
が
あ
っ
六
に
も
不
拘
、
其
直
後
二
二
ぜ
ろ
フ

ラ
ン
ス
大
岬
串
命
並
に
笠
ハ
に
引
鰐
厭
く
大
㎜
戦
州
脳
由
、
、
同
毒
婦
が
「
唯
一
の
士
点
嬰
ヵ
甲

る
中
立
國
と
し
て
交
戦
瞬
植
民
地
問
の
貿
易
の
至
要
な
る
換
富
者
」
と
な

る
の
好
條
件
に
臨
ま
れ
表
が
爲
、
同
國
の
「
通
商
及
び
海
運
低
、
爲
め
に

最
も
赫
劇
激
且
つ
顯
著
な
る
漿
蓮
た
蹴
汗
し
（
一
山
ハ
七
頁
）
ぐ
る
な
得
、
猛
ハ
後

緻
洲
の
戦
雲
漸
く
お
さ
ま
り
、
再
び
、
列
國
の
封
来
政
策
が
積
極
的
と
な

る
に
及
ん
だ
後
と
錐
も
、
詳
覧
の
資
本
主
義
ば
「
世
界
の
鐸
庫
と
も
嘗
ふ

べ
き
」
偉
大
な
る
「
貞
然
の
賑
し
（
玉
三
頁
）
に
幸
さ
れ
て
、
愈
々
着
實
な

る
獲
展
の
跡
た
辿
る
存
得
、
遂
に
「
モ
ン
ロ
ー
主
義
し
の
宜
言
な
な
す
に

到
つ
距
過
程
な
、
而
し
て
第
八
章
に
於
て
に
、
其
幾
展
の
跡
潜
殊
に
工
場

制
度
の
内
に
斎
う
と
共
に
、
其
結
果
と
し
て
の
「
自
由
賃
銀
威
霊
に
塞
礎

な
基
く
近
代
資
本
主
義
絶
濟
（
二
責
）
に
立
脚
ぜ
る
北
部
と
需
皐
。
・
、

嵐
閑
貫
」
と
謳
低
れ
象
る
棉
花
栽
培
に
、
奴
隷
鋼
度
た
以
て
ぜ
る
粥
部

と
の
諸
封
立
、
そ
の
爆
嚢
と
し
て
の
粥
北
戦
事
の
概
讃
が
な
さ
れ
、
最
鋒

の
第
九
章
に
於
て
に
罧
謡
傳
説
の
無
い
」
（
二
二
四
頁
）
ア
メ
”
力
文

化
の
嚢
蓮
が
植
民
確
代
・
猫
立
革
命
時
代
・
建
國
時
代
の
夫
々
に
つ
避
て
蓮

べ
ら
れ
て
る
る
。
　
　
　
　
　
・
一

第
十
九
巻
‘
第
二
號
・
　
四
〇
五

（　IS3　）


